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「抑止力」「中国脅威」「島嶼防衛」「固有の領土」「主権回復の日」などなど、 

出来事の深層に目をつぶり勇ましく飛び交う言葉たち。 

いま、東アジアの緊張と対立を通して、領土、主権、国境、国家という近代を律してきた 

パラダイムが根本から問い直されようとしている。 

「復帰」40＋１年とサンフランシスコ講話条約 60＋１年――沖縄の経験を置き去りにし、今に至る 

日本の戦後と東アジアの冷戦の起源の閉鎖空間を解き放ち、はじまりのための＜１＞を書き込むことはできるのか。 

終わらない占領と植民地主義から始まりのアジアへ、歴史意識の深層の扉をこじ開け、新たなる＜アジア・沖縄＞の 

思想は生まれなければならない。ここ沖縄から。 


